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第11回 海外勤務者健康管理研修会

1. 講演（13:30～14：30）　「海外勤務者の感染症対策」 

　　 座長：北里大学 名誉教授　高田 勗 先生
　　 演者：東京医科大学病院 渡航者医療センター教授　濱田 篤郎 先生

2. シンポジウム (14:40～16:40) 「海外勤務者のメンタルヘルス対策」
　　 座長：横浜労災病院心療内科 副部長　津久井 要 先生
　　 シンポジスト： 

　　　 東京海上日動メディカルサービス  臨床心理士　村上 裕子 先生
　　　 三菱電機株式会社人事部国際人事グループ 臨床心理士　小林 由美 先生

カリキュラム：
　　日本医師会認定産業医制度 生涯研修会(専門研修) ３単位
　　産業看護実力アップコース単位（２単位）
 対応カリキュラム

講　　　　演：　Ⅲ-1-⑶　 １単位
シンポジウム：　Ⅳ-3-⑷　 １単位
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出典：国立感染症研究所ウイルス第一部第2室HP
　　　http://www.nih.go.jp/vir1/NVL/dengue.htm 

チクングニヤ熱 

・デング熱類似のウイルス疾患
　　発熱と関節痛が特徴
・ネッタイシマ蚊などが媒介
・2005年よりインド洋周辺諸国で大流行
・日本でも18例確認
　（2010年はインドネシア帰国者から3例発生）
・イタリア、フランスで国内例も発生 

 マラリア 

輸入マラリア患者数 

全マラリア 

熱帯熱マラリア 
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・2010年9月3日 

　帝京大学病院で多剤耐性アシネトバクターに46名の入院患者が感染し、　 

　　うち27名が死亡。 

　この菌の感染は2009年より日本国内の病院で報告。 

　いずれも第1例は海外での受診経験がある。

・2010年9月6日 

　獨協医大病院で50歳代の男性患者の血液から多剤耐性の大腸菌を分離。 

　この大腸菌はNDM1（ニューデリー・メタロ ラクタマーゼ）遺伝子 

　　をもち、ほとんどの抗菌薬が無効。 

　南アジアの医療機関で増加。 

　この男性もインドの病院に入院後に帰国していた。 

免疫低下者の感染、病院内でのみ拡大 

健常者の感染、病院だけでなく市中でも拡大 

2010～11年の季節性インフルエンザの流行 

・感染予防対策（情報提供、個人予防教育、環境対策） 

・労務管理（欠勤規定、事業継続） 

・ワクチン接種 

29 13

9 7
ベトナム 

　7名（2名死亡）
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自己治療 

A

B

HIV

WHO/HP CDC/HP /HP

/HP /HP /HP

　・渡航医学の専門医が最先端の健康対策を提供 

　・内科、小児科、感染症など各分野の専門医が常駐 

　・出国前だけでなく滞在中や帰国後の対応も実施  
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